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当事者以外の者か ら持ち込まれ た相談 に お ける看護援助 の 構造
牛 尾 裕 子 ( 千葉大学看護学部)
当事者以外 の 者が 持ち込ん だ 相談 に お け る看護援助 の 構造を明 らか に す る こ と に よ り, プ ライ マ リ ー レ ベ ル で対応す る看
護援助 の 特質を追究 した ｡
ひ と つ の 在宅介護支援 セ ン タ ー に 当事者以外 の 住民 が持 ち込ん だ 相談21事例 に つ い て, 看護職 に よ る対応実績を, 来談者
に向けた対応意図及 び当事者 に向けた意図に分けて抽出 し, 内容 ･ 構成を検討 し た｡
来談者 に向けた援助で は, 当事者 の 求 め て い るもの を共 に確認す る こ と に よ り, 支 え手 と し て の 成長を助 け て い た ｡ 当事
者 に向けた援助 は, 看護職自 ら が 当事者 に会う こ とを計画す る直接的方法 と, 来談者 に よ る適切 な手助けを実現さ せ る間接
的方法が あ っ た｡ 以上 は, い ず れ も来談者 ･ 当事者間の 関係の 判断を起点 と して い た｡
以上 か ら, 来談者 と当事者 の 双方を 一 組 と捉 え て対応 し, 当事者の 主体性を確保した援助を第 一 に考 え ると 同時に, 来 談
者自身も主体性を持 っ た支 え手 と捉 え て働きかけ る とい う, 看護援助 の構造的特質を明らか に し た｡
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I . 目 的
地域看護活動で は, 健康生活に関わる問題を幅広く援
助課題とみなし, 疾病 ･ 受療の 有無, 対象者から の援助
要請の有無に 関わらず, 援助の 対象として きた 1)｡ ま た,
看護 の対象は基本的に は個人で あるが , そ の個人の生活
の営み に応じた自立的な問題解決を目指したとき, 個人
と生活を共に する家族の存在を切り離して考える ことは
できな い ｡ 従 っ て , 家族を援助の 最小単位と考え, 家族
成員 一 人 一 人 を援助対象と し, 家族単位の問題解決支援
を重視して きた 2)｡
個人及び家族の健康生活 は, 生活の 営み の基盤で ある
地域社会と密接に 関わ っ て い る｡ したが っ て , 住民 の生
活に直結した, プ ライ マ リ ー レ ベ ル で 対応する看護活動
で は, 本人 ･ 家族以外の者と の 関わりが重要となる｡ こ
の 者を看護の対象とし て どの よう に位置づけるか に つ い
て は, 高齢者 ･ 障害者の在宅生活支援を充実させ るため
の ケ ア チ ー ム づくり に 関わる看護活動にお い て , 議論さ
れ て き て い る 3) 4) 5)｡ こ の 者 に よる相談をとりあげた も
の は, 精神障害者の地域生活支援や虐待等の 問題にお い
て , 本人 ･ 家族 に よる来談が困難で ある ことが多い こと
か ら, 持 ち込み者別に対応を検討 した報告があ る6)｡
看護 にお ける相談は, 患者ある い は援助を必要と して
い る人と の1対1 の関係に おける面接技術 ･ 相談技術に
焦点が当て られ て きた 7) 8)｡ 患者 ･ 家族以外の者が持ち
込ん だ相談を素材に看護援助を追求する ことは, 看護 の
対象を説明する新たな知見を加える こと に , 有効 で ある
と考えた｡
本研究で は, 当事者以外の 者から持ち込まれた相談を
素材に , こ れ に対する看護援助の構造を明らか に する こ
と に より, プ ラ イ マ リ ー レ ベ ル で対応する看護援助の特
質を追究する こ とを目的とする｡ 本研究で は, 当事者以
外の者と は, 本人 ･ 家族 ･ 親族以外の者とする｡
Ⅱ. 方 法
1. 調査項目及び情報収集方法
調査項目は, 当事者以外の者が相談を持ち込んだ時点
に お い て , (丑看護職が実施 した対応に おける意図と, ②
看護職が把握 した相談の 内容 で ある｡
① に つ い て は, 相談持ち込み時点に お い て看護職が実
施した対応を, 記録を手がかり に対応した看護職から聞
き取り, 意図した ことと して重要な意味を持 っ 内容を,
1事例あたり1件以上取り出す｡ 取りだした内容は, 対
応した看護職に よ っ て表現の妥当性を確認する｡ ② に つ
い て は, 来談者の 立場 ･ 職種, 来談者が求めた内容, 栄
談 に至る経緯, 来談者を介し て 看護職が把握した当事者
の状況に つ い て , 記録及び対応 した看護職 へ の 聞き取り
に よ っ て調 べ る｡
2. 調査対象
ひ と つ の在宅介護支援セ ン タ ー (以下セ ン タ ー とする)
受 理 : 平成1 2年 6月21 日 Ac c epted : Ju n e. 21. 2000.
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表1 調査対象施設 (Hll.3現在)
開設年月 平成 7年 4月
職 員 体 制
看護婦 1 保健婦 1
管 理者 1 (併設施設長 と兼任)
併 設 施 設 老人保健施設
運 営 主 体 医療法人
運営主体 の 病院1､ 在宅介護支援セ ン タ ー 1､ 診 療所 1 ､
他 施 設 等 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン 1
管 轄 範 囲
人 口40万人の 地方中核都市 に10 カ所あ る在宅
介護支援セ ン タ ー の う ち の 一 つ o 市 内49校区
及 び 人 口 中 5校区を管轄 ○ 管 轄人 口46,000人､ 65歳 以
上人 口5804人
に , 本人 ･ 家族以外の住民か ら持ち込まれた新規相談21
事例を対象 とした｡ 調査対象施設の概要は, 表1 に示し
た｡ 対象は, セ ン タ ー に 平成9年4月か ら4 ケ月間, 辛
成10年4月か ら 7 ケ月間, 平成10年12月か ら4 ケ月 の 間
に住民か ら持ち込まれた新規相談 で ある｡ 相談持ち込み
の手段は, 来所1件, 電話17件, 地域 に 出向い た相談場
面で の面接3件で あ っ た｡
3. 分析方法
ひ と つ の在宅介護支援セ ン タ ー に 当事者以外の者か ら
持ち込まれ た相談を調 べ たと こ ろ, 相談は表面的に は来
談者から の セ ン タ ー へ の ｢依親｣や ｢問い合わせ｣ と い っ
た形 で持ち込まれ , 看護職は, 来談者から間接的に 当事
者の 問題を確認 して い た｡ こ の こ とから, 対応は目に 見
える行為と して は, 相談を持ち込んだ者 (以下来談者と
する) に対 して 行うが , 同時 に来談者を介 して 当事者の
問題解決を看護の立場で援助すると い う 二 つ の 面を持 っ
こ とを確認 した 9) ｡ そ こ で , 対応 に おける意図は, 来談
者に向けた対応意図と, 来談者 へ の 対応を介して 当事者
に 向けた意図とい う 二 つ の面か ら抽出する｡
来談者に 向けた対応意図の 第 一 段階の 分析か ら, 対応
した看護職が, 来談者自身を , 単 に当事者を支えて もら
うと い う面か ら考えた場合と, 民生委員など来談者自身
の地域に おける立場 ･ 役割を考えた場合の 二 つ の面か ら
捉え て い る こ とを確認した｡ そ こ で , こ れ ら 二 つ の立場
か ら来談者を捉え た場合の対応意図をそれぞれ抽出する｡
当事者に 向けた意図は, 来談者の立場や専門性, 相談
内容, 来談 の 経緯や来談者を介して把握した当事者の 状
況等の 様々 な要素を個々 に判断した結果と考える｡ した
が っ て , 来談者に対し て看護職が実施 した対応を , 持ち
込まれ た時点で看護職が把握した相談内容と組み合わせ
る こと に よ っ て, 当事者 へ 向けた援助と して意図したと
考えられ る内容を, 筆者自身が事例 ごと に抽出する｡
抽出した対応意図は, 内容項目を分類 し, 来談者に向け
た対応意図と当事者に 向けた意図の 関係 ･ 構造を明らか
にする｡
Ⅲ . 結 果
1
. 調査対象とな っ た相談の構成
来談者は, 表2左欄の とおりで あ っ た｡ 知人 ･ 近隣者
に は, 知人ある い は近隣者で ありなが ら同時に自治会長
(1件) や介護用品店員 (2件) とい う立場 を有す る者
も含まれ て い る ｡ 相談 の対象で ある当事者本人の年齢 は
全て65歳以上 , 世帯構成は独居6件, 高齢者世帯5件,
そ の他世帯 8件, 不明2件で あ っ た｡ 来談者が求めた内
容は, 自らが助言ま たは情報を得たい と いうもの が8件,
当事者に対応して欲しいと いうものが13件であ っ た(表2)0
表2 相 談 内 容
相談内容
来談者
全
事
例
刺 杜 介 刺 介 介
皮
過
杏
判
EgEヨ
餐
源
悼
護
用
皮
刺
用
希
護
用
口
口口
等
相
護
等
棉
種別 断 報
口
口口 盟 読 読
釆 談 蕃 E] 8 1 6 1 13 9 0 4
総 数 100. 38.1 4.8 28.6 4.8 61.9 42.8 0.0 19.0
知人 . 5 4 0 3 1 1 1 0 0
近隣者等 100. 80. 0.0 60. 20. 20. 20. 0.0 0.0
民生委員
16 4 1 3 0 12 8 0 4
100. 25.0 6.3 18.8 0.0 75.0 50. 0.0 25.0
2
. 対応における意図
来談者に 向けた意図は, 当事者を支え て もらう ことを
考えた場合と , 地域 にお ける立場 ･ 役割を前提に した場
合の 2 つ の 面か ら, 表 3上段 (前者)と下段 (後者)に
示 した意図内容を確認した｡ 来談者 へ の 対応を介し て 当
事者に 向けた意院内容は, 表4 の とおり で , 当事者に 向
けたそれぞれ の意図と同時に , 来談者に 対し て 向け て い
た意図内容を, 表3上段の意図内容項目に 対応させ , a
-
g の 英字で表4右欄に付 した｡
3
. 意図 の関係と成り立ち
次に , 来談者を2 つ の面か らみ た意図の関係と, 当事
者に向けた意図と来談者 に向けた対応意図の 関係 に つ い
て検討した｡
(分乗談者を2つ の面か らみた意図の関係
単に 当事者を支えて もらう ばか り で なく, 来談者自身
の立場役割を踏まえ て , 地域 に お い て来談者がそ の 役割
機能を有効に発揮 して もらう こ とをもね ら っ て い た ｡ す
なわも, 当事者を支え て もらうため に ｢必要なサ ー ビ ス
資源な どの情報を提供する｣ ｢支え る人と し て の 適否 ･
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表3 来談者に向けた対応意図 (総事例数21事例)
当事者を支 え て もらう とい う面 (意図数) 事例数
a 当事者に必要なサ ー ビス資源等の情報を提供する (23) ll
b 情報を伝えてもらうよう, 依頼する (4) 4
c サ - ビス資源利用をすすめてもらうよう, 依頼する (2) 2
d 当事者を支える人と しての 適否 . 可能性を知る (13) 12
e 当事者を支える考え方や方法につ いて理解を促す (5) 4
f 当事者へ の 支援を共に考える (3) 3
g 当事者へ の 直接対応を引き受け, 協力する (15) 15
地域 にお け る立場 . 役割を前提 に した 面 (意図数) 事例数
サ ー ビス 資源等 に つ い て の 理 解を促す (16) 9
他者を支え る能力を知 る (5) 5
他者を支え る考え方 . 方 法に つ い て 理 解を促す (5) 4
住民 と の 共同関係を築く (19) 19
地域資源向上 の た め住民 と し て の 役割を求 め る EE■■l
表4 来談者 へ の対応を介して当事者に向けた意図
事例数
(意図数)
同時に来談者
に向けた意図1)
本人又は家族の適切なサ ー ビス資源利用を助ける 9(14) abc
援助計画を確実にするために当事者の状況を調べる 9(9) defg
当事者の支援者として来談者の適否. 可能性を見極める 12(13) d
来談者を当事者にと つ て有効なサポ ー ト資源とする 7(ll) a efg
センタ ー 看護職が訪問して直接面接し援助することとする 15(15) g
訪問に際し, 本人 .家族に受け入れられるよう条件をつくる 7(7) b dg
1) 表4 中英字 a - g は , 表3 上段の 意図項 目に付 した英 字 に 対応 さ せ
て い る
可能性を見極める｣｢支える考え方や方法に つ い て 理解
を促す｣ ことは, 来談者が , 今後別の 住民に対し て も適
切な支え手となる ことをね らうもの で あ っ た｡ そ し て ,
来談 の機会を看護職との共同関係を築い て いく糸口 とみ
な して い た｡
②当事者に向けた意図と来談者 へ の 対応意図の関係
当事者に向けた意図は, 問題を把握し, 援助計画を っ
く る こ と に関わる面と, 援助を提供する面との 2 つ に分
けられた ｡ 前者 で は, ｢援助計画を確実 に する た め当事
者の 状況を調 べ る｣｢当事者の支援者 と し て 来談者の 適
否 ･ 可能性を見極める｣ ことを行 っ て い た ｡ 後者の 面 で
は, 来談者を当事者世帯の サ ポ ー ト 資源と して 機能させ
る間接的援助と, セ ン タ ー 看護職自らに よる直接的援助
の 計画に分けられた｡ すなわち間接的援助で は, 来談者
を介して ｢本人又は家族の適切なサ ー ビ ス 資源利用を助
ける｣｢来談者を当事者に と っ て 有効 な サ ポ ー ト 資源と
する｣ こ とを行 っ て お り, 直接的援助 の計画で は , ｢セ
ン タ ー 看護職が訪問して直接面接し援助する｣ こととし,
訪問 に際し, 本人 ･ 家族 に受け入れられるよう条件を っ
く っ て い た｡ 以上 の よう に , 当事者に 向けた面か らみる
と , 来談者 へ の対応は, 当事者を援助するため の手段と
い う位置づ けとな っ て い た｡
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3. 意図内容か ら整理 した看護援助方法
以上を踏まえ て , 看護職が どの よう に 自らの援助方法
を導こうと し て い たか と い う点から, 用 い て い た看護援
助方法を整理 した｡
(1) 来談者に向けた面
来談者 に向け て行 っ て い た援助方法は, 次 の①から④
に整理 で きたの で , 各項を説明する｡
①来談者が把握して いる当事者の状況を調べる
要望や訴えの 背景に ある当事者側の具体的な困り事及
びそ の こ と に関する当事者自身の考えを調 べ て い た｡ こ
れ は, 来談者が相談と し て持ち込んだ内容を手がかり に
して来談者 に問いかけると い う方法で調 べ て い た｡
②来談者 との 関係, 支援に関わる来談者の考え ･ 意向を
調べ る
｢本人 はどう い う考えな の か｣ ｢ 家族はな ぜ そ の サ ー
ビ ス を希望 して い る の か｣ などを来談者に問い かけ, 当
事者が来談者 に自分の 考えや詳し い状況を伝えて い るか,
来談者 は これを確認して きて い る のか を知る手がかりと
して い た｡ 来談者か ら明確な返答が なく, 来談者の 一 方
的な考え で相談を持ち込んだと判断した場合に は, 本人 ･
家族 の主体性を確保する こ とを第 一 に 考え て , 対応し て
い た｡ ま た, 当事者の 状況をど こま で ど の よう に語るか
に よ っ て , 来談者が当事者の詳し い状況を知る関係に あ
るか どうか, 当事者の 力に なろうとする考えが どの程度
あるかな どを , 推 し測る もの とし て い た｡ 詳しく語りた
がらな い場合に は, 当事者と来談者の関係な どを考慮し
て , 来談者の要求に添 っ て 可能な範囲で 当事者の問題解
決に役立 っ助言を提供する に とどめて い た ｡
③来談者が適切な支援を考え , 主体的に提供できるよう
働きか ける
来談者に対し, 当事者の 考えを訊ねる こ とは, 他者 へ
の支援提供に お い て , こ の 点を確認する こ とが重要で あ
る こと に気づ かせると い う意図を含んで いた｡ すなわち,
こ れ は, 来談者が当事者の考え に基 づ い て 支援を考え る
よう促す働きかけで あ っ た｡ さ ら に , こ の 間 いか けの 結
果とし て当事者の詳し い状況や支え手と して の来談者の
考えを知る こと に よ っ て , 当事者 へ の援助を来談者と共
に考える過程に発展させ て い た ｡
④来談者との共同関係づくりの 糸口とする
民生委員など の来談者の立場役割を考えると , 当事者
を支え て もらうと い う面か ら来談者の適否 ･ 可能性を知
る こと は, 地域ケ ア に おける共同相手とし て , 来談住民
自身を知ると い う意図を同時に含むもの で あ っ た ｡ 又,
持 ち込まれ た相談 へ の対応を通じて, セ ン タ ー や セ ン タ ー
看護職の 役割機能に つ い て来談者の理解を深め , こ れ に
よ っ て , 今後もセ ン タ ー (看護職)を有効に活用して も
らう こ とをね ら っ て い た｡
(2) 当事者へ 向けた面
当事者に対し実施しようと して い た こ とは, ①看護職
か らの 直接的援助を計画する, ②来談者を介して 当事者
の適切な資源利用やセ ル フ ケ ア 実施を促す, ③来談者自
身が適切な支え手となれるよう にする, の 3項 に分けら
れ た｡
セ ン タ ー 看護職から の 直接的援助の 計画は, 看護職側
か ら訪問などを計画する場合と , 当事者側か ら セ ン タ ー
へ の 来談を促す場合があ っ た｡ 前者 で は, 来談者を介し
て , 本人 ･ 家族 に受け入れ られ る条件づくりを行 っ て い
た｡ 後者 で は本人 ･ 家族が困 っ て い る こ と望ん で い る こ
と に応じて , 来談者を介して 具体的に セ ン タ ー 看護職が
援助で きる内容を伝えて い た ｡
あくま で も来談者を介して , 間接的に 当事者に対 し援
助する場合も あ っ た｡ こ れ は, 当事者が来談者に相談 し
て い るなど, 来談者と当事者との関係を的確に見極め,
来談者に働きか ける こ とが当事者に と っ て有効と判断し
た上で の対応 で あ っ た ｡ 介護用品の入手方法や制度の 利
用方法, 相談窓口などの 情報を来談者に提供し, こ れ を
当事者に伝え て もらう, あ る い は こ れら の利用をすすめ
て もらうよう来談者に働きか け て い た｡
以上 に加え , 来談者を当事者の有効なサ ポ ー ト 資源と
する ため, 当事者の立場に立 っ て支援する考え方 ･ 方法
に つ い て 来談者自身の理解を促すこと, 来談者が当事者
を支援するため に セ ン タ ー 看護職を主体的に有効活用で
きるよう にする こと, 来談者の 本人又は家族 へ の支援の
気持ちを持続させる ことを意図して働きかけて い た｡
Ⅳ
. 考 察
当事者以外の 者が相談を持ち込んだ場合の看護の 対応
は, 問題を抱える当事者 へ の援助方法の検討が第 一 と な
る｡ そ こ で , 来談者 へ の対応を介 して 当事者に 向けて 行
う看護援助の方法を先ず述 べ , 次 に , 当事者 へ の 援助の
過程で来談者に 向け て行う援助の 方法を述 べ て , 看護援
助の構造的特質を論 じる｡
1 . 看護援助方法
(1) 当事者に向けた援助
当事者 へ の援助は, 看護職が当事者に面接する ことを
計画する直接的方法と , 来談者に働きか け, 来談者が担
う当事者 へ の 手助けを支え る間接的方法とがあ っ た｡
a
. 当事者 との 直接面接を重視する
当事者以外の 者が持ち込ん だ相談で は, 看護職が当事
者に直接会 っ て , 解決をはかる ことが原則と考える｡ こ
れ に よ っ て , 確実な事実把握 に基づ い た援助提供が可能
に なるため で ある｡ 当事者 にと っ て は, 看護職と い う資
源を理解する こと に なり, 必要時自らの意思で看護職 へ
直接相談すると い う路を開くと いう点か らも, き わめ て
重要と い え る｡
b
. 来談者による当事者 へ の 適切な手助けを実現させる
来談者が行う当事者 へ の手助けは, 当事者に と っ て ,
身近な存在で ある友人知人, 近隣者に支えられた問題解
決を可能にする｡ 一 方, 来談者にと っ て も, 支 え合 い の
意味 ･ 価値を実感で きる貴重な体験となる｡ 当事者とそ
の 周囲に 日常的に身近に い る人々 と の関係を, お互 い に
支え あう こ とが で きる関係 に発展させ る重要な援助とい
える ｡
c
. 来談者 ･ 当事者間の 関係の 判断を起点とする
特に留意す べ き こと ば, 当事者の考え ･ 意向に反 し,
来談者の 一 方的な考え で相談を持ち込ん で は い な い かと
いう点の確認で ある｡ 従 っ て , 来談者を介 して 当事者の
考え を確認する作業が重要と なる｡ こ れ は同時に , 来談
者と当事者の関係や当事者 へ の手助け に 関わる来談者の
意向 ･ 考えを知る こと で もある｡ すなわち, 来談者と当
事者の関係を見極める ことが , 援助 の起点となる｡
(2) 来談者に向けた援助
実施して い た対応 は, 支え手とし て の来談者自身の成
長を促す働きかけ で あ っ た｡
当事者の考えや状況を , 来談者に問い かけ て , 当事者 へ
の援助計画を確実 にする こ とを行 っ て い た｡ そ れ と同時
に , 来談者と当事者との関係や来談者側の 考え ･ 意向を
調 べ , 看護職と来談者が共に考える契機を っ くりだ し て
い た｡ こ れ は, 看護職が当事者の求め て い るも の を抽き
出し, 来談者に他者支援とい うも の の 本質を再考させ て
いく姿と い える｡ 宮崎は, 在宅ケ ア の援助過程にお い て ,
援助関係者に対し, 本人 ･ 家族個々 の 気持ちや意向を充
分認識して もらう ことや, 関係者自身が本人 ･ 家族 に対
し て果たせる責任性に気づくよう意図的に働きかける こ
と に よ っ て , 本人や家族の 意向に添 っ た質 の高 い 医療 ･.
看護 ･ 福祉 サ ー ビ ス の 実現が可能に なるとした10)｡ 本研
究で は, 当事者以外の 者が相談を持ち込んだ状況 にお い
て も, 看護職自らが当事者の立場に立 っ て援助を考え る
過程を用い て , 支え手とし て の来談者に対 し, 意図的に
働きか けて い る こ とを確認した｡
2
. 看護援助の 構造
(1) 来談者と当事者の双方を 一 組 と して捉える
当事者以外の者が持ち込んだ相談に お い て , 看護職は,
目の 前の 来談者及び背後に い る当事者双方に向け て援助
を行 っ て い た｡ すなわち, 形 の上 で は対応の対象は来談
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者で あるが (図1中来談者を実線で 囲んだ部分), 同時
に背後に い る当事者を捉え ( 同じく図1中当事者を点線
で囲ん だ部分), こ れ らを 一 組 の対象と捉え て対応する
看護援助の構造が明らか に な っ た｡
当事者を意識した援助に お い て は, 当事者自身の主体
性を確保する ことを第 一 に 考え, 当事者の求めや考えを
確認して い た｡ こ の面か らみれば, 来談者 へ の対応は,
当事者援助の ため の手段と い う位置づ けと なる｡ 一 方,
来談者に対し て は, 来談者自身を , 当事者の手助けを主
体的に担う者とみな した対応を して い る｡ こ れ は, 他者
を支えると い う来談者自身の 自己実現を支え る援助で あ
る｡ こ れ らは, ｢来談者に対し当事者の 考え を問い か け
る｣ と い う 一 つ の 行為 に お い て も, 当事者 に 向け て は
｢ 当事者の考えを調 べ る｣, 来談者に 向け て は , ｢支え手
と して の来談者に働きかける｣ と い う, 双方 に向けた意
図と して 確認された｡ すなわち, 対応 の 瞬間瞬間にお い
て , 目 の前 の来談者とそ の背後に い る当事者 に対 し, 交
互 に視点を転じ つ つ 双方を捉え, 対応する看護の 姿で あ
る｡
(2) 来談者自身を支え手と して支え る
本調査対象に おける当事者以外の者に よる来談 は, 程
度や内容の 差はあ っ て も, 来談者が主体的に 当事者の力
に な ろうとする行動を示して い た｡ 看護 の立場で は, こ
の よ うな来談者の 主体性を捉え, そ の程度や内容に応じ
て働きか け, 支 え手と し て の来談者自身の成長を促そう
とし て い た｡
外 口 は, 精神衛生相談に家族や第三者など の本人以外
の者が相談を持ち込む状況を ｢これま で本人を支え て い
た シ ス テ ム が弱ま っ た り , くずれたりして い る状態に あ
る｣ と捉え, こ の ような相談の 場を , 障害者の身近に い
るキ ー パ ー ソ ン を支えるため の ｢相談の 場｣ とし て , 生
か されなければな らな いと した11) ｡ 精神障害者の地域生
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活支援に お い て は, そ の周囲の 者か ら の相談は, 必ずし
も当事者に対する善意の手助けばかりと は限らな い ｡ 例
えば, 近隣者が障害者の 問題行動に対する苦情という形
で持ち込み, 障害者を地域か ら排除しよう とする思惑が
表現される ことがある｡ し か し, こ の よう な場合で も,
相談を受けとめた保健婦に よ るそ の後 の当事者及び近隣
者双方 へ の働きかけを通 じて , 当事者を受け入れ, 可酪
な範囲で見守る と いう方向に変化したと い う事例は多く
報告され て い る12) . 持ち込まれ た問題の内容や持ち込 ま
れ方に はかかわりなく, 相談を持ち込ん だ当事者以外の
者 は支え手と して 働きか ける こ と の大切さは, 共通し て
い ると思われ る｡
3. ま と め
高齢者 ･ 障害者とそ の家族の 地域生活の充実を目指し
た時, こ れ らの 人と既に関係 して い る様々 な立場の人々
に 関わる状況が必然的に生 じる｡ 本研究で明らか に した
看護援助の構造 は, 相談が持ち込ま れたと い う状況に限
らず, こ れ らの 人々 と関わる ど の ような状況に お い て も
共通すると考え られる｡ あくま で も当事者の立場で援助
を検討し っ っ , 同時 に目の前 の 当事者以外の者自身も支
え手とし て みな して 支援すると い う, 当事者 ･ 来談者を
一 組 とし て援助の 対象と捉え る こ とは, 当事者 へ の有効
な援助を実現するもの で あると同時に , 支 え手とし て の
来談者自身の成長を促すこと に つ なが る｡ そ し て , こ の
よ うな当事者の周囲に い る人々 へ の看護の立場で の働き
かけが, 人 と人とが支え合う地域づくり に つ なが るもの
と考える｡
(本論文は 千葉大学大学院看護学研究科に おける博
士学位論文の 一 部 で ある｡ な お, 研究の 一 部 は, 公益信
託山路ふ み子専門看護教育研究助成基金より助成を受け
た｡)
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sT RU CT U RE OF N U R SIN G C A RE O N T HE FIR ST C O N SU L T A TIO NBR O U GHT
BY THE THIR DP ER S O N
Yuko Ushio
Scho ol of Nursl ng, Chiba University
K E YW O RDS:
the third per s o n, first co n s ultatio n, stru cture of n u r s lng C ar e
T he pr e sent study de s cribesthe str u ctu r e of nnrslng C a r e On the first c o n s ultatio n bro ugh tby the
third pers on . The third perso n is the pers on s uch a s a neighbor, exc ept fo r the patient and fa mily
m e mbe r s
D ata w as c ollected fr o m nursing pr a ctic e on new 2lc a s e s at a Hom e Car eSup po rt Center (HC SC),
Nu r sl ng intentio n s w e r etaken o ut fr o m the nur s lng r e c o rds and inter vie w s with nurses on the fir st
c o ns ultatio n to the third pe r s o n who bro ught the c o n s ultation , and in v e stigated the c onte nt a nd the
co n str u ctio n.
Nu r sl ng C ar efor the third perso n had intention to identify the dem and of the patient and family
m e mbers with them , and als o to gr o w the third per s o ninto ago od sup po rt deliverer ･ Nur sl ng C a r e
for the patie nt a nd family m e mber sincluded pla n n l ng tO deliv e ra im m ediate c ar e by the n u r s e of
the HC SC, and s up po rting the third pe r s o nto deliver a good s up port to the patient a nd fa mily
m embers. T hejudgm ent on a c o n n e ctio n betwee n the third pers on andthe patie nt a nd family m e mbe r s
w a sdo n epr l m a rily.
In c o n clu sion, the str u ctu r e of nur s lng C ar e Show that n u rse s c o n sider the third pe r s o n a nd the
patient and fa mily m e mbers as a u nit･ Nurs e sr e spe ct the autonom y of the patie nt and family
m em be r s. On the other ha nd, n u r s e sals o s up po rt the third pers on to deliver good sup po rt a uto-
n o m ously.
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